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令和 4 年度広島大学教育実習生の新型コロナウイルス感染予防対策について 

（お知らせとお願い） 

 

 平素より，広島大学の教育実習に対して，ご理解，ご協力を賜り，感謝申し上げます。 

さて，新型コロナウイルス感染症に関しまして，広島県内でも７月下旬から感染者数が増

加し，不安な日々を過ごされている保護者の皆様も多いことと拝察いたします。 

 そのような中ですが，8 月末より，各附属学校において令和 4 年度の教育実習を実施させ

ていただきます。広島大学では，教育実習生に対して，しっかりとした感染予防対策の指導

を行い，実習に臨むように準備を進めてまいりました。本年度の具体的な取り組みについて

は，別紙「令和 4 年度広島大学教育実習に係る新型コロナウイルス感染予防対策（まとめ）」

をご覧いただければ幸甚に存じます。 

 将来，教師になることを目指している学生たちにとって，教育実習は，学校教育の実際を

体験的，総合的に学べる極めて重要な機会となります。新型コロナウイルスの感染状況が未

だ収束を見ない中，保護者の皆様をはじめ，児童・生徒の皆様，教職員の皆様，地域の皆様に

はご心配をおかけすることになりますが，将来の日本の教育を支える貴重な人材育成の場と

して，この度の教育実習について，何とぞご理解，ご協力の程，よろしくお願い申し上げま

す。 

いつもご支援をいただき，誠にありがとうございます。 

 

 

 

 

  



（別紙） 

 

令和 4年度広島大学教育実習に係る新型コロナウイルス感染予防対策（まとめ） 

 

1. 実習期間の短縮 

  文部科学省からの通知（令和 4 年 3 月 25 日）に基づき，実習期間の短縮を決定（小学校教育

実習Ⅰ：5週間→4週間，中・高等学校教育実習Ⅰ：4週間（2週間×2 校）→3 週間（1校）ほ

か） 

 

2. 課外活動の制限（副学長・教育学部長，令和 4年 4月 18 日通知） 

・実習開始日の 3日前から，オンライン以外の課外活動を原則，禁止 

・広島県が「蔓延防止等重点措置」の実施区域となった場合は，教育実習終了後 3日（最終 

日の翌日から起算）が経過するまでの間，オンライン以外の課外活動を禁止 

 

3. 教育実習に係る新型コロナウイルス感染拡大防止対応マニュアルの作成と周知 

教育実習に係る新型コロナウイルス感染拡大防止対応マニュアルを作成し，教育実習委員会

及び附属学校に確認・審議決定の上，オリエンテーションで教育実習生に周知 

教育実習生の行動指針として，以下を徹底 

・「3つの密」を避ける 

・不織布マスクの着用，手洗い，消毒，換気 

・健康確認と行動記録 

・特に実習開始 2週間前からの毎朝の検温，風邪症状の確認，感染リスクの高い場所に行く 

機会を減らす 

・多人数での飲食を避ける 

・発熱等の風邪症状や体調不良がみられる場合，自宅待機するとともに，速やかに病院を受

診のうえ，診断の結果及び PCR 検査を受検した場合は，検査結果を報告し，附属学校並び

に教育実習委員会の指導に沿って行動する，ほか 

 

4. 校内宿泊施設等の感染症対策（三原・福山） 

宿泊施設に検温器，CO2 濃度測定器，消毒液，消毒用ウェットティッシュ，パーテーション

等を購入し，実習開始前に設置（令和 3年度に購入したものを含む） 

「体調不良者」への対応マニュアルを作成し，迅速な検査実施のための抗原検査キット及び

検査に必要な物品を各附属学校に必要数常備すると共に，発生時の対応のために，附属学校

と大学で情報共有及び連絡体制を構築 

【三原地区】校内宿泊施設の利用を定員の 2割程に削減，換気設備の設置，ベッドとベッド

の間に抗ウイルスカーテンを設置 

【福山地区】校内宿泊施設の利用を定員の半分に削減すると共に，大学指定の民間宿泊施設

は大部屋からシングルルームに変更 

 

5. ホテルの確保（三原・福山） 

校内宿泊施設宿泊希望者の確認及び上記 4．の校内宿泊施設の利用定員削減に伴い，宿泊希

望をしていた教育実習生の不足分について，ホテルシングルルームを確保 



（別紙） 

 

6. 負担増額分の支援金の確保 

上記 5.の対応に伴い，三原・福山地区でホテルへ宿泊する教育実習生の負担増額分は，グリ

ーン・ウイング教育奨学金（注）から支援金として確保することを決定 

（注）「広島大学から日本の教育界へ優秀な人材を輩出してほしい」という故松尾聰氏の熱い思いから， 

そのご寄附により創設された給付型奨学金制度 

 

7. 共同生活の調査と感染予防対策に係る指導 

共同生活（校内宿泊施設利用者を除く）を希望する教育実習生に対して調査を行い，実態を

把握した上で，必要な感染予防対策の個別指導を徹底 

 

8. ワクチン接種の推奨と 3回目未接種者に対する実習開始前の PCR 検査による陰性確認 

教育実習生に対しては，特に 3回目のワクチン接種を推奨すると共に，ワクチン接種状況の

実態調査を実施 

その結果，諸々の理由により 3回目のワクチン接種をしていない・できない学生に対して

は，実習開始前に PCR 検査による陰性確認及び附属学校への報告を実施 

 

9. 3 回目のワクチン未接種者に対する実習開始後の抗原検査の実施 

実習開始後も検査の必要性があるため，何らかの事情で 3回目のワクチン未接種の教育実習

生を対象に毎週の抗原検査を実施 

 

10. 附属学校訪問 2週間前当日のリマインドメール（行動指針等） 

オリエンテーションで行った感染予防対策の指導と課外活動の制限，及び事前の PCR 検査推

奨等について，再度，附属学校訪問日 2週間前当日にリマインドメールで教育実習生全員に

周知 


